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                        携  帯（０９０－２４７９－５０９４） 

日本共産党くらしげ政樹事務所   新潟市秋葉区田家２－２－１９ （℡Fax ０２５０－２２－１３９３） 

新潟でも 野党共闘で勝利しよう！ 

 

 ２０１５年１２月２０日、夏の参院選で、安全

保障関連法廃止を訴える「野党統一候補」を支援

する全国「市民連合」が結成されました。 

学生グループ「ＳＥＡＬＤｓ（シールズ）」「マ

マの会」「学者の会」「立憲デモクラシーの会」

「戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行

委員会」など、５団体有志が呼びかました。  「市民連合＠新潟」記者会見＝新潟県庁 １２月２８日 

 

１２月２８日、「安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める新潟市民連合」（略称＝市民

連合＠新潟）が、県庁で記者会見をしました。参院選での野党統一候補の擁立を求めるアピ

ールを発表しました。呼びかけ人は、佐々木寛（戦争をさせない１０００人委員会にいがた

共同代表、新潟国際情報大学教授）、成嶋隆（新潟大学名誉教授）、金子修・水内基成両弁

護士、磯貝潤子（安保関連法に反対するママの会＠新潟有志）の５氏です。 

                               

 

議員となって初めての正月を迎えました。候補者活

動を含め、本当に目まぐるしい１年でした。今年は本

会議・委員会を問わず、現場の話を聞く、資料を読み

こなすなどして市民の声を背景にし、なおかつ他党派

との「発言競争」にも負けず、議論・論戦をさらに充

実させようと思っています。 

「言葉遣いも含め、聞いている人がわかるように、」

とは質問にあたっての留意点として先輩議員からいた

だいた助言です。今年はこれに加えて、「伝えたい相手

への敬意」を内包するメッセージの伝え方の工夫にも

取り組もうと思っています。自分の考えていることを

どう表現したら相手に理解してもらえて、しかも共感

してもらえるか、を常に念頭に置きながら今年も頑張

ります。 
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 ５月 ５月臨時議会 文教経済常任委員、農業活性化調査特別委員、広報委員、豊栄郷清掃施設処理 

組合議員の各メンバーとなりました。議席は最左翼！ 前から２列目です。慣例で新人議員は１ 

列目ですが、１２人と多かったため、私を含めて２人が２列目でした。 

６月 ６月議会一般質問 「マイナンバー制度」「商店リニューアル助成制度」「（新津駅前 

の）地域交流センターの駐車場問題」を取り上げました。緊張しました。 

     一般質問と常任委員会の準備で大変でした。常任委員会では議案に対する会派の賛

否の態度理由の表明、少子化対策強化事業に対し、少子化問題の社会的背景も含め，考えてもらうこ

とが大切との意見要望を述べました。また、ＴＰＰ意見書の提出、働き過ぎの防止と良質な雇用の確

立を求める意見書の提出など４つの陳情に対し採択を主張しました。 

７月 国道４６０号バイパスの要望で期成同盟の方々、秋葉区選出の議員とで市長に要望   

豊栄清掃施設処理組合議会  文教経済常任委員会視察 

 ８月 商店リニューアル助成制度への要望に同席 生活保護問題議員研修会参加   

 ９月 ９月議会 本会議初日に安全保障関連法案を廃案にすることを求める意見書の提出について賛成 

討論  常任委員会では陸上競技場の使用料金の値上げに反対し、航空機産業育成に対しては地域 

の安定した雇用と地域の消費に寄与する方向，視点を忘れずに取り組むこと、ニューフードバレー 

構想では堆肥からの発電や食品残渣を堆肥化の研究への補助金について市独自の制度導入も視野に、 

と要望 

１０月 ９月議会 本会議  最終日に所得税法第 56 条廃止を求める意見書の提出につ 

いての請願，生活保護冬季加算引き下げ中止等を求めることについての陳情の 

２件の採択を求めて討論        

決算委員会で平成２６年度決算を審査 

農業活性化調査特別委員会視察   商業振興議員連盟フォーラムに出席 

１１月 豊栄郷清掃施設処理組合議会    区バス住民バスの視察（会派）議会報告会 

豊栄郷清掃施設処理組合視察    ２０１６年度予算要望を市長に提出(会派)   

１２月 １２月議会 一般質問 「マイナンバー制度」「ＴＰＰ」を取り上げました。両方とも様々な懸念 

   に対して不安が広がるもと、国に対してモノを言う姿勢が見られませんでした。常任委員会では農業 

委員制度の形骸化に反対し農業委員会の定数条例に反対 「田んぼフル活用促進」、「多様な米づくり 

推進」の事業が当初の見込みを上回る結果となり補正に市の一般財源をあてていることを評価する意 

見を述べました。最終日本会議で補正予算案への反対討論   

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年を迎え、 

昨年の議会での活動を振り返ってみました 

 

本年もみなさんの声をまっすぐ市政に届けるためにがんばります 

http://sogakari.com/?p=1095

